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日
本
の
水
資
源
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
か
。

　

日
本
の
冬
は
シ
ベ
リ
ア
か
ら
寒
気
が
噴
き
出
し
、
日
本
海
か
ら
水
蒸
気
を
得
て
、
日
本
列
島
の

脊
梁
山
脈
に
ぶ
つ
か
り
日
本
海
側
は
大
雪
に
な
り
、
逆
に
太
平
洋
側
は
乾
燥
が
続
く
の
が
日
本
の

冬
気
候
で
あ
る
。
日
本
を
縦
断
す
る
背
骨
で
あ
る
脊
梁
山
脈
に
積
も
っ
た
雪
は
、
春
先
に
な
り
溶

け
て
川
に
流
れ
込
む
が
、
当
然
日
本
海
側
だ
け
で
は
な
く
、
太
平
洋
側
の
河
川
に
流
れ
流
れ
込
ん

で
い
る
。
つ
ま
り
雪
に
縁
の
な
い
太
平
洋
側
に
住
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ
て
も
積
雪
は
貴
重
な
水

資
源
と
な
っ
て
い
る
。
冬
の
積
雪
量
は
、
日
本
の
水
資
源
と
し
て
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
る
。
世
界
と
日
本
の
積
雪
の
変
化
を
み
て
み
よ
う
。

一
．
世
界
の
積
雪
量

　

気
候
変
動
に
関
す
る
世
界
的
な
報
告
書
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
六
次
評
価
報
告
書
」
は
、
本
年
四
月
か

ら
十
月
に
か
け
て
公
表
さ
れ
る
予
定
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
前
回
の
「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
五
次

評
価
報
告
書
（
二
○
一
四
年
）」
で
は
地
球
温
暖
化
の
自
然
科
学
的
な
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に

報
告
さ
れ
て
い
る
。

㈠　

世
界
の
平
均
気
温
は
一
八
八
○
年
か
ら
二
○
一
二
年
の
間
に
○
・
八
五
℃
上
昇
し
、
一
八
五

○
年
以
降
の
ど
の
十
年
平
均
よ
り
暑
い
年
が
続
い
た
。

㈡　

温
暖
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
海
洋
に
蓄
積
さ
れ
、
一
九
七
一
年
～
二
○
一
○
年
の
四
十
年
間
に

　

年
末
年
始
に
日
本
海
側
の
各
地
に
大
雪
警
報
が
発
令
さ
れ
、
新
潟
、
秋
田
県
な
ど
が
、
い
わ
ゆ

る
「
ド
カ
雪
」
に
襲
わ
れ
た
。
予
想
外
の
豪
雪
で
、
除
雪
が
間
に
合
わ
な
く
、
昨
年
末
に
は
「
関

越
自
動
車
道
で
大
雪
に
よ
り
最
大
時
約
二
千
百
台
の
車
が
立
ち
往
生
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
を
駆

け
巡
っ
た
。
年
始
に
は
秋
田
県
横
手
市
が
記
録
的
な
大
雪
に
襲
わ
れ
、
県
の
要
請
に
よ
り
陸
上
自

衛
隊
が
除
排
雪
の
災
害
派
遣
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
富
山
、
福
井
、
石
川
、
新
潟
県
に
は
「
顕
著
な

大
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」
も
発
せ
ら
れ
た
。

　

本
来
な
ら
「
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
日
本
全
国
の
降
雪
量
の
総
量
は
減
少
」
し
て
い
る
は
ず

だ
が
、
短
期
間
に
一
気
に
降
る
「
ド
カ
雪
」
は
逆
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
気
象
庁
が

ま
と
め
た
長
期
積
雪
予
測
で
は
、
こ
の
ま
ま
温
暖
化
防
止
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
気
温
が
四
℃

上
昇
す
る
と
、
日
本
国
中
で
積
雪
量
が
約
七
割
減
少
す
る
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
積
雪
量
の
減
少
が
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算
し
た
結
果
、
秋
田
、
福
島
、
山
形
、
富
山
、
石
川
、
新
潟
、
岐
阜
、
長
野
な
ど
の
山
岳
地
域
で

は
、
積
雪
量
が
一
日
で
六
十
セ
ン
チ
以
上
に
な
る
確
率
が
、
二
％
か
ら
一
二
％
に
増
え
る
結
果
と

な
っ
た
。
し
か
し
単
純
に
積
雪
量
が
毎
年
増
え
る
と
も
言
え
な
い
報
告
も
あ
る
。
気
象
研
究
所
、

東
北
大
学
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
お
よ
び
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
の
グ
ル
ー
プ
は
、
水
平
分
解

能
一
キ
ロ
と
い
う
中
部
山
岳
地
域
の
複
雑
な
地
形
を
再
現
で
き
る
超
高
解
像
度
の
予
測
計
算
か
ら

「
雪
が
多
く
降
る
年
は
よ
り
多
く
、
あ
ま
り
降
ら
な
い
年
は
よ
り
少
な
く
な
る
可
能
性
」
を
示
し

て
い
る
。
つ
ま
り
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
冬
の
積
雪
量
は
現
在
よ
り
も
、
さ
ら
に
上
下
幅
が

あ
る
極
端
な
積
雪
量
に
な
る
予
測
を
示
し
て
い
る
。

三
．
日
本
の
平
均
気
温
の
上
昇
と
積
雪
量

　

気
象
庁
が
本
年
一
月
四
日
「
二
○
二
○
年
の
日
本
の
天
候
の
ま
と
め
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
年
平
均
気
温
は
全
国
的
に
高
く
、
特
に
東
日
本
で
は
平
年
値
（
二
○
一
○
年
ま
で
の
三

○
年
平
均
）
を
一
．
二
℃
上
回
り
、
一
九
四
六
年
の
統
計
開
始
以
来
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

年
降
水
量
も
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
九
州
北
部
で
平
均
値
よ
り
三
三
％
、
九
州
南
部
で
二
○
％
多
く
、

近
畿
の
太
平
洋
側
で
一
九
％
、
沖
縄
で
一
八
％
、
山
陽
で
一
六
％
、
東
北
日
本
海
側
で
一
五
％
、

四
国
で
一
五
％
と
そ
れ
ぞ
れ
多
か
っ
た
。
で
は
降
雪
量
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
昨
年
の
冬
は
冬
型

の
気
圧
配
置
が
続
か
な
か
っ
た
影
響
で
東
・
西
日
本
の
冬
季
平
均
気
温
が
統
計
開
始
以
来
、
最
も

お
い
て
、
正
味
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
加
量
の
六
○
％
以
上
は
海
洋
の
表
層
（
○
～
七
○
○
ｍ
）
に

蓄
積
さ
れ
、
約
三
○
％
は
海
洋
の
深
層
（
七
○
○
ｍ
以
深
）
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

㈢　

過
去
二
十
年
に
わ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
及
び
南
極
の
氷
床
は
減
少
し
て
お
り
、
氷
河
は

世
界
中
で
縮
小
し
て
い
る
。

㈣　

北
半
球
の
雪
や
氷
は
高
い
確
信
度
で
減
少
し
続
け
て
い
る
、
特
に
北
極
域
の
海
氷
や
北
半
球

の
春
季
の
積
雪
面
積
は
減
少
し
続
け
て
い
る
。

㈤　

永
久
凍
土
の
温
度
が
上
昇
し
て
い
る
。
特
に
一
九
八
○
年
初
頭
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
凍
土
地

域
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
五
次
の
報
告
で
は
、
世
界
中
の
積
雪
量
や
氷
河
、
氷
床
が
年
々
、
減
少
し

続
け
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
．
日
本
の
積
雪
量

　

東
北
大
学
な
ど
の
チ
ー
ム
が
米
国
の
地
球
物
理
学
連
合
の
論
文
誌
に
発
表
（
一
九
年
十
二
月
）

し
た
内
容
に
よ
る
と
「
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
東
北
か
ら
中
部
、
北
陸
地
方
の
山
岳
地
域
で
豪

雪
時
の
降
り
方
が
強
く
な
る
」
こ
れ
は
空
気
中
の
水
蒸
気
が
増
え
る
上
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
寒
波

の
影
響
が
強
ま
る
の
が
原
因
と
し
て
い
る
。
今
世
紀
末
に
は
世
界
の
平
均
気
温
が
産
業
革
命
前
よ

り
四
度
上
が
る
と
予
測
し
、
年
間
で
最
も
雪
の
多
い
日
の
雪
の
降
り
方
を
五
キ
ロ
四
方
ご
と
に
計
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高
く
な
り
、
そ
の
影
響
で
降
雪
量
が
少
な
く
な
り
、
北
日
本
、
東
日
本
の
日
本
海
側
の
積
雪
量
は

最
も
少
な
い
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

四
．
日
本
の
水
資
源
と
積
雪
と
の
関
係

　

最
近
二
十
年
か
ら
三
十
年
間
は
、
少
雨
の
年
と
多
雨
の
年
の
年
降
水
量
（
雪
、
氷
な
ど
を
含

む
）
の
開
き
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

㈠　

水
資
源
賦
存
量

　

国
土
交
通
省
の
「
日
本
の
水
資
源
の
現
況
・
令
和
元
年
版
」
に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
年
（
一
九

六
五
年
頃
）
か
ら
少
雨
の
年
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
平
成
三
○
年
（
二
○
一
八
年
）
の
我
が
国
の

年
降
水
量
は
約
一
七
六
四
ミ
リ
で
「
平
均
年
水
資
源
賦
存
量
」
は
約
四
二
○
○
億
㎥
／
年
で
あ
る
。

し
か
し
十
年
に
一
度
程
度
の
割
合
で
発
生
す
る
少
雨
時
の
水
資
源
賦
存
量
は
約
二
九
○
○
億
㎥
／

年
（
平
均
賦
存
量
の
六
九
％
）
で
、
こ
の
数
字
は
「
渇
水
年
水
資
源
賦
存
量
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
渇
水
年
水
資
源
の
賦
存
量
は
、
地
域
差
が
大
き
く
、
近
畿
、
山
陽
、
四
国
、
九
州
や
沖
縄
で

は
小
さ
く
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
陸
、
山
陰
で
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
格
差
が

大
き
い
地
域
ほ
ど
、
渇
水
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
で
農
作
物
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
日

本
の
水
資
源
使
用
量
は
約
七
九
七
億
㎥
／
二
○
一
九
年
で
、
そ
の
原
水
割
合
を
み
る
と
、
河
川
・

湖
沼
か
ら
の
水
源
は
八
六
％
で
、
地
下
水
由
来
が
約
一
四
％
で
あ
る
。

㈡　

積
雪
は
日
本
の
貴
重
な
水
資
源

　

積
雪
は
天
然
の
ダ
ム
と
言
わ
れ
、
春
先
の
融
雪
水
は
灌
漑
用
水
と
し
て
重
要
な
水
源
で
あ
り
、

初
夏
ま
で
に
、
ゆ
っ
く
り
と
溶
け
出
す
融
雪
水
は
、
河
川
水
や
地
下
水
源
の
貴
重
な
安
定
供
給
源

で
あ
る
。

　

で
は
、
積
雪
が
ど
れ
だ
け
の
表
流
水
や
地
下
水
を
生
み
出
し
て
い
る
の
か
。
毎
年
気
象
条
件
が

顕
著
に
変
化
し
、
ま
た
地
域
条
件
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
難
し
い
が
、
観
測
地
点
の

グ
リ
ッ
ド
を
、
さ
ら
に
細
分
化
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
で
確
実
性
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

さ
い
ご
に

　

地
球
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
、
貴
重
な
水
資
源
と
な
る
積
雪
量
の
減
少
は
、
将
来
の
日
本
の
水

資
源
賦
存
量
（
特
に
渇
水
時
）
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
球
温
暖
化

防
止
策
と
し
て
我
が
国
の
成
長
戦
略
と
し
て
の
「
二
○
五
○
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
総
合
経
済
対
策
」
の
推
進
は
勿
論
の
こ
と
、
革
新
的
な
技
術
開
発
に
向
け
た
支
援
や
、
そ
の

成
果
の
社
会
実
装
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
変
革
、
製
造
業
の
構
造
転
換
な
ど
に
果
敢
に
取
り
組
み
、

日
本
が
世
界
を
主
導
す
る
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
が
待
た
れ
て
い
る
。
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